
１

　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
な
か
に
あ
っ
て
、
私
た
ち

は
、
地
球
的
規
模
で
考
え
、
地
域
か
ら
行
動
す
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
、
世
界
で
、
何
が
起
き
て
い
る
か
？

　

世
界
は
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
か
？

　

協
会
で
は
、
今
年
度
の
国
際
理
解
講
座
に
、
ア

ジ
ア
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
ま
す
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

や
イ
ラ
ク
も
、ま
だ
、混
と
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
近
隣
ア
ジ
ア
が
、
も
っ
と
も
、
理
解
が

難
し
い
遠
い
国
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
愕
然
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
中
日
新
聞

元
論
説
委
員
（
中
東
問
題
）
の
講
演
や
映
画
鑑
賞

会
に
よ
り
、
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
ま
す
。
核
疑
惑
に
揺
れ
る
イ
ラ
ン
か
ら
ア
ラ

ブ
の
春
ま
で
、
中
東
ア
ジ
ア
の
動
き
を
考
え
る
こ

と
に
し
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
は
、
５
月
26
日
（
土
）
北
名

古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
研
修
室
で
、
イ
ラ
ン
映
画

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
際
政
治
の
厳
し
い
現
実
の
な
か
で
、
世
界
か

ら
そ
の
動
向
が
注
視
さ
れ
て
い
る
国
、
イ
ラ
ン
で

す
が
、
貧
し
く
て
も
心
優
し
く
逞
し
く
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
や
、
イ
ラ
ン
人
の
価
値
観
や
生
活

感
溢
れ
る
映
像
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ン
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方

を
識
る
試
み
は
、
近
く
て
遠
い
国
イ
ラ
ン
を
理
解

す
る
第
一
歩
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
上
映
作
品
、

「
運
動
靴
と
赤
い
金
魚
」「
彼
女
が
消
え
た
浜
辺
」）

　

第
２
弾
は
、
中
日
新
聞
元
論
説
委
員
小
塚
哲
司

氏
に
よ
る
ペ
ル
シ
ャ
民
族
の
誇
り
や
核
疑
惑
を
考

え
る
と
と
も
に
「
イ
ラ
ン
空
爆
は
あ
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
で
す
。

　

第
３
弾
は
、
同
じ
く
小
塚
哲
司
氏
に
よ
る
第
２

回
目
の
講
演
会
で
す
。

　

演
題
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
～
中
東
の
民
主
主
義

革
命
」
で
す
。

　

平
成
24
年
９
月
29
日
（
土
）
13
時
か
ら
14
時
30

分
ま
で
、
北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
１
階
研
修
室

で
、
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
塚
哲
司
氏
の
講
演
は
２
回
通
し
で
の
参
加
を

お
薦
め
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
ア
ジ
ア
を
取
り
上
げ
た
国
際
理
解
講

座
に
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ア
ジ
ア
を
識し

る
シ
リ
ー
ズ
！

13
2012.7

演
　
題　
「
イ
ラ
ン
空
爆
は
あ
る
か
？　

ペ
ル

シ
ャ
民
族
の
誇
り
と
核
疑
惑
」

講
　
師　

小
塚
哲
司
氏　

中
日
懇
話
会
事
務
局

長
、中
日
新
聞
元
論
説
委
員（
中
東
）

日
　
時　

平
成
24
年
７
月
28
日
（
土
）

	

13
時
～
14
時
30
分

場
　
所　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
１
階

	

研
修
室

対
　
象　

一
般
市
民

定
　
員　

50
名
。
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

参
加
料　

無
料

〇
ア
ジ
ア
を
識し

る
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
！

国
際
理
解
講
演
会

ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。北名古屋市の国際交流・・・



２

　

４
月
14
日
、
市
文
化
勤
労
会
館
に
お
い
て
、
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
市
民
参
加
と
オ
ー
プ
ン
な
運
営
を
基
本
と

す
る
北
名
古
屋
市
民
に
よ
る
自
立
的
な
協
会
を
め
ざ
す
平

成
24
年
度
事
業
計
画
、
予
算
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
本
年
度
の
重
点
目
標

・
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
近
隣
の
人
た
ち
と
国
際
交
流
の
場

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
自
立
し
た
協
会
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
の
場
と
し
て
運
営
企
画
会
議
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

・
務
安
と
の
友
好
交
流
を
活
用
し
て
、
「
北
名
古
屋
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

○
事
業
計
画

●
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
国
際
フ
ェ
ア
（
国
際
屋
台
）

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
」に
出
展
し
ま
す
。
外
国
の
様
々
な
食
べ
物
、

物
産
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

・
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
の
人
々
と
交
流
の
場
と
し
て
、「
ア

ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

名
古
屋
芸
術
大
学
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
協
働
に

よ
り
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
彫
刻
等
）
を
題
材
と
し
た
絵

画
制
作
し
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

●
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

・
韓
国
語
・
中
国
語
講
座

　

韓
国
語
３
コ
ー
ス
（
入
門
、初
級
昼
間
、初
級
夜
間
）、

中
国
語
１
コ
ー
ス
（
初
級
）
の
４
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま

す
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

基
礎
的
な
日
本
語
の
取
得
と
資
格
取
得
を
め
ざ
す

外
国
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
原
則
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
人
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
土
曜
日
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
と
、
原
則
と
し
て
、
外
国
人
小
学

生
を
対
象
に
、
毎
木
曜
日
（
市
内
小
学
校
）
で
開
講
し

ま
す
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
原
則
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
指
導
し
ま
す
。

・
通
訳
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

　

要
望
に
応
じ
て
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
団
体
や
企

業
に
派
遣
す
る
も
の
で
、
会
員
に
は
助
成
が
あ
り
ま

す
。

・
外
国
語
学
習
事
業
補
助

　

市
内
で
語
学
学
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
そ

の
講
師
料
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
「
務
安
直
伝
！　

北
名
古
屋
キ
ム
チ
料
理
」
地
域
ブ
ラ

ン
ド
開
発
事
業

　

運
営
企
画
会
議
地
域
お
こ
し
委
員
会
で
、
活
動
計
画

を
策
定
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者
と
協
働
し
て
実
施
し

ま
す
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り

　

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
な
ど
、
市
民
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
た
交
流
を

図
り
ま
す
。

・
国
際
理
解
講
座

　

ア
ジ
ア
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
中
日
新
聞
元
論

説
委
員
（
中
東
問
題
）
の
講
演
な
ど
に
よ
り
、
近
く
て

遠
い
ア
ジ
ア
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
核
疑
惑
に
揺
れ
る

イ
ラ
ン
か
ら
ア
ラ
ブ
の
春
ま
で
、
世
界
の
潮
流
を
考
え

ま
す
。

・
国
際
交
流
事
業
補
助

　

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま

す
。

・
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と

も
に
考
え
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

・
会
報
の
発
行

　

７
月
、
11
月
お
よ
び
４
月
に
市
の
広
報
に
折
り
こ

み
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
多
言
語
版
）
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、
各
種
講
座
の
案
内
、

会
員
募
集
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
充
実
し
ま

す
。

TOPIC

平
成
24
年
度
事
業

ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
場
づ
く
り

自
立
し
た
協
会
づ
く
り

平成２４年度収支予算書
（単位：円）

【収入の部】
負担金（会費等）
補助金・助成金
諸収入
繰越金
計

【支出の部】
事務費

（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・
需用費・備品購入費等）

事業費
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金・

補助金等）

予備費
計

530,000
10,330,000

1,106,000
497,000

12,463,000

6,718,000

5,705,000

40,000
12,463,000

詳しくは協会までお問い合わせください。

運営企画会議
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TOPIC

⑫

●
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

・
国
際
フ
ェ
ア

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
」
に
出
展
し
た
。「
観
て
、
食
べ
て
、
体
験
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
国
際
理
解
の
促
進
を
図
っ
た
。

・
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
協
会
設
立
５
周
年
記
念　

韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、

「
務
安
と
と
も
に
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
た
。
運
営
企
画
会
議
を
立
ち
上
げ
、
ア
イ
デ
ア
出
し

か
ら
、
企
画
、
運
営
、
実
施
ま
で
、
市
民
参
加
で
取
り
組

ん
だ
。
次
の
ス
テ
ー
ジ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

・
国
際
博
覧
会
絵
画
募
集
事
業

　

２
０
１
２
麗
水
世
界
博
に
展
示
す
る
子
ど
も
絵
画
募

集
に
参
加
し
た
。
応
募
作
品
は
、
日
中
韓
の
3
カ
国
か

ら
８
２
０
０
０
点
。
市
内
の
子
ど
も
達
か
ら
の
応
募
は

２
２
７
点
。
九
之
坪
南
保
育
園
の
細
野
紗
良
ち
ゃ
ん
が
、

幼
児
部
門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
好
成
績
を
残
し

た
。

●
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

・
韓
国
語
、
中
国
語
講
座

　

韓
国
語
３
コ
ー
ス
、中
国
語
１
コ
ー
ス
と
充
実
し
た
。

・
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
研
修

　

協
会
登
録
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
対
象
に
、日

本
語
教
室
の
指
導
、運
営
に
つ
い
て
、２
回
に
わ
た
り
講
師
を

招
き
研
修
会
と
意
見
交
換
を
図
っ
た
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

外
国
人
を
対
象
に
、
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
向
上

さ
せ
、
日
本
語
の
基
礎
能
力
を
つ
け
る
た
め
に
開
講
し
た
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

日
本
語
を
解
せ
な
い
外
国
人
子
弟
に
生
活
に
必
要
な
日

本
語
能
力
を
着
け
る
た
め
に
開
講
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

通
訳
翻
訳
・
イ
ベ
ン
ト
・
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

外
国
人
生
活
相
談
員
な
ど
登
録
総
数
１
２
７
名
。

●
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

・
日
韓
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
北
名
古
屋
市
地
域
お
こ
し
産
品
開

発
事
業

　

北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
提
案
す
る
た
め
に
、
友
好

都
市
務
安
か
ら
、
２
回
に
わ
た
っ
て
、「
韓
食
文
化
交
流
団
」

を
受
け
入
れ
た
。
料
理
講
習
会
、
交
流
会
、
講
演
会
、「
務

安
直
伝
！　

北
名
古
屋
キ
ム
チ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど

を
実
施
し
た
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
」
を
テ
ー
マ
に
３
回
に
わ
た
っ
て
、
開
講
し
た
。

・
国
際
理
解
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、中
国
楽
器
演
奏
会
、ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
タ
ン
ゴ
の
歌
と
踊
り
、講
演
会
、映
画
鑑
賞
会
、Ｋ

－

Ｐ
Ｏ

Ｐ
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

・
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
、
文
化
・
習
慣
・
言
葉
の
違

い
な
ど
か
ら
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相
談
窓

口
を
開
設
し
た
。

・
会
報
発
行

　

7
月
、
11
月
及
び
４
月
の
年
３
回
発
行
し
、
市
の
広
報

に
折
込
み
、
全
戸
配
布
し
た
。（
３
５
２
０
０
部
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

　

協
会
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
、
講
演
会
や
各

種
講
座
案
内
、
会
員
募
集
な
ど
、
外
国
人
の
方
で
も
理
解

で
き
る
よ
う
に
多
言
語
対
応
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

随
時
更
新
し
た
。

平
成
23
年
度
事
業
報
告

詳しくは協会までお問い合わせください。

平成２３年度収支決算書
（単位：円）

【収入の部】 
負担金（会費等）
補助金・助成金
諸収入
繰越金
計 

【支出の部】
事務費

（報償費・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）

事業費
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金・

補助金等）

計

 
713,000

5,840,000
1,484,548

874,227
8,911,775

728,243

7,685,776

8,414,019

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
委
員
長
　
美
越
宣
男

　

私
は
在
職
中
、
海
外
五
カ
国
の
現
地
法

人
で
働
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
短
い
時

で
一
～
三
ヶ
月
、
長
い
時
で
七
ヶ
月
間
、

工
場
現
場
で
汗
を
共
に
し
た
。

　

ど
こ
の
国
で
も
ト
ッ
プ
か
ら
は
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、「
あ
な
た
の
信
仰

は
何
か
」、「
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
い
る
の
か
」
を
聞
か
れ
た
。
信

仰
は
二
十
歳
の
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
ゆ

る
ぎ
な
く
や
っ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
は
会
社
人
間
で
心
も
と
な

い
。
妻
が
市
民
記
者
や
民
生
委
員
を
や
っ
て
い
る
の
で

と
、
お
茶
を
濁
し
て
そ
の
場
を
し
の
い
で
い
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
な
い
と
、
海
外
で
は
信
用
さ

れ
な
い
と
痛
感
し
た
。

　

海
外
で
は
現
地
の
人
達
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
い
ず

こ
も
成
功
裡
に
帰
国
出
来
た
の
で
、
こ
の
お
返
し
に
定

年
後
は
日
本
語
を
教
え
よ
う
と
、
大
学
通
教
の
日
本
語

教
員
育
成
コ
ー
ス
に
入
学
し
た
。
在
学
中
は
市
の
運
動

推
進
員
や
、
今
も
続
い
て
い
る
独
居
老
人
見
回
り
等
の

活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
学
通
教
を
卒
業

し
た
翌
年
、
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
、
日
本

語
教
育
を
始
め
る
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
、
お
誘
い

を
受
け
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
人
の
た

め
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
や
る

と
い
う
の
が
基
本
精
神
な
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間

の
皆
さ
ん
と
協
力
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
楽
し
く
無
理

の
な
い
範
囲
で
、
さ
ら
に
よ
り
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
で
は
こ
の
活
動
と
、市
や
地
元
名
古
屋
芸
大
で
の
、

生
涯
学
習
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
私
の
楽
し
み
で

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。



４

Information

〇
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

「
北
名
古
屋
を
観
よ
う
、

　
　
　
　 

　
　
知
ろ
う
、話
そ
う
」

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

在
住
の
外
国
人
と
と
も
に
公
共
施
設
を
訪
ね
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

・
日
　
　
時
　
平
成
24
年
７
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
～

13
時
30
分

・
集
合
・
解
散
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

９
時
30
分
～
11
時
30
分

東
図
書
館
、
歴
史
資
料
館
、
西
図
書
館
、
ジ
ャ
ン
ボ

プ
ー
ル
見
学

11
時
30
分
～
12
時
30
分

　

北
名
古
屋
市
か
ら
防
災
関
係
の
お
知
ら
せ

12
時
30
分
～
13
時
30
分

　

交
流
会
（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。）

・
対
　
　
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
住
民
お
よ
び

そ
の
子
女
（
就
学
前
児
童
の
参
加
は
保
護

者
同
伴
と
し
ま
す
。）

・
定
　
　
員　

20
名
。
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

・
参
　
加
　
料　

無
料

〇
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

芸
大
留
学
生
と
一
緒
に

　
　
　
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
描
く

　

こ
の
教
室
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
を
招
き
、

市
内
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
彫
刻
等
）
を
、
子

ど
も
た
ち
と
協
働
制
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
、
国
際
交
流
と
都
市
景
観
と
し
て
の
野
外
美
術
館
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

・
日
　
　
時　

平
成
24
年
7
月
21
日
（
土
）
10
時
～
15
時

（
途
中
、
昼
食
の
時
間
を
設
け
ま
す
。）

・
会
　
　
場　

名
古
屋
芸
術
大
学　

西
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ

イ
ン
Ｕ
棟
１
階
１
０
２
教
室

・
対
　
　
象　

小
学
生

・
定
　
　
員　

20
名
。
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

・
参 

加 

料　

無
料

・
持 

ち 

物　

昼
食（
弁
当
）、
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
等
絵
画

を
屋
外
で
描
け
る
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。（
画
板
は
、
協
会
が
用
意
し
ま
す
。）

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481-

8531　
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15
番
地

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
４
階
） 

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　

話 

０
５
６
８

－（
２
２
）－

１
１
１
１　

内
線
２
４
０
０

Ｆ　

Ａ　

Ｘ 

０
５
６
８

－（
２
５
）－

１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 

info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.kitanagoya-kiia.jp

　

協
会
で
は
、
国
際
交
流
の
場
づ
く
り
、
国
際
交
流
の
担
い
手

と
な
る
人
づ
く
り
、
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど

市
民
参
加
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国
際
交
流
を
推

進
す
る
な
か
で
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
を
見
つ
め
直
し
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

■
個
人
会
員　

１
口　

年
額
２
０
０
０
円　

　

■
団
体
会
員　

１
口　

年
額
５
０
０
０
円　

　

■
法
人
会
員　

１
口　

年
額
５
０
０
０
円　

　

協
会
は
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
績
と
経
験
を
活
か

し
て
、
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企
画
、
運
営
実
施
ま
で
、
市
民

参
加
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
運
営
企
画
会
議
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
運
営
企
画
会
議
作
業
部
会
と
し
て
、「
市
民
参
加

委
員
会
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」、「
地
域
お
こ
し
委
員
会
」

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　

平
成
24
年
８
月
31
日（
金
）ま
で

○
募
集
人
員　

若
干
名

運
営
企
画
会
議
メ
ン
バ
ー
募
集

会
員
募
集


